
県立長野図書館 信州発・これからの図書館フォーラム
「共知・共創の広場へ― もう一歩踏み出す」 シリーズ第１回

まちの記憶を記録する
～ のつくりかた～

2021年7月11日(日) 14:00～17:00
会場：県立長野図書館／塩尻市立図書館／個別接続（オンライン）

佐藤 正実氏
(NPO法人20世紀アーカイブ仙台
副理事長／風の時 編集部代表)

中村 佳史 氏
(株式会社HUMIコンサルティング
／NPO法人連想出版)



信州発・これからの図書館フォーラム
「共知・共創の広場へ― もう一歩踏み出す」

左のＱＲコード、もしくは以下のフォームから
お申し込みください。また、ソーシャルディス
タンスを保つため、各会場の募集人数は
20名までとさせていただきます。
https://forms.gle/Eoqq38MLsAKKKMmV8

県立長野図書館は、人々の「知ること」「学ぶこと」を支える情報拠点であることを志向してきました。
「情報と情報」「情報と人」をつなぎなおし、「人と人」をつなぐことを改革の軸として、
多くの方たちと共に、これからの「図書館」、「公共」のあり方を語り合ってきました。
さまざまな実践や対話を重ねる中で、紡ぎ出されたのが「共知・共創の広場」という言葉です。
暮らしの中で活かされる、あたらしい「図書館」の姿を表現しています。
「共に知り、共に創る」とは？ そして、「広場」とは？
――困難と可能性に満ちたこの時代にあって、もう一歩を踏み出すために――。
さまざまな角度から「知ること」「学ぶこと」に取り組む方たちを迎え、みなさんと共に語り合う場として、
「信州発・これからの図書館フォーラム」は、新たなシリーズを展開していきます。

県立長野図書館 館長 森いづみ

フォーラムシリーズ第一回となる今回は、佐藤正実さん、中村佳史さんを
講師にお迎えし、「どこコレ？」のつくりかたやひろげかたを存分に語っていただきます。

「どこコレ？」とは、撮影された場所がわからない古い写真を集め、
地域の方々の経験や知恵によって推理し、撮影場所を確定していく展示イベントです。
後半には、塩尻市立図書館と県立長野図書館の会場参加者、
ビデオ会議システム「Zoom」の接続参加者、登壇者を交えての
「どこコレ？」体験会やディスカッションを行います。どうぞお気軽にご参加ください。

主催：県立長野図書館
共催：塩尻市立図書館／
アーバンデータチャレンジ長野ブロック

◆お申込◆ 参加費／無料

…って？ところで

https://forms.gle/Eoqq38MLsAKKKMmV8

